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研究成果の概要（和文）：萎縮性胃炎では食品中のビタミンB12の吸収率が低下するが、この点について日本人
を対象にした研究報告は乏しいため、日本人健常者70名（36-77歳）を対象に、胃粘膜萎縮の状態とビタミンB12
栄養状態について研究を行った。ペプシノーゲン法に基づく萎縮性胃炎高リスク群では、低リスク群と比べて有
意に血清ビタミンB12濃度、フェリチン濃度が低く、木村・竹本分類に基づく胃粘膜高萎縮群では、低萎縮群よ
りも有意に血清フェリチン濃度が低かった。一般健常集団における萎縮性胃炎の段階から、ビタミンB12および
鉄の吸収障害が潜在的に進行している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Although the absorption rate of vitamin B12 in food is reduced in atrophic 
gastritis, there are few reports of Japanese subjects on this point. Then, we studied the 
relationship between the stage of gastric mucosal atrophy and vitamin B12 status in 70 healthy 
Japanese subjects (aged 36-77 years). Subjects in the high-risk atrophic gastritis group based on 
the pepsinogen method had significantly lower serum vitamin B12 and ferritin concentrations than 
those in the low-risk atrophic gastritis group. Also, subjects with the advanced stage according to 
the Kimura-Takemoto classification had significantly lower serum ferritin concentration than those 
with the less-advanced stage. In the general healthy population, it has been shown that the stage of
 atrophic gastritis relates to the subclinical malabsorption of vitamin B12 and iron.

研究分野：臨床栄養学、応用栄養学、ビタミン学

キーワード： ビタミンB12　水溶性ビタミン　萎縮性胃炎　吸収障害

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ビタミンB12は肝臓に多量の貯蔵があることから、大部分がヘリコバクター・ピロリ菌による萎縮性胃炎の結
果として生じる胃がんでは、胃切除の数年後からビタミンB12欠乏が生じるとされている。本研究の結果は、萎
縮性胃炎の段階からの潜在的なビタミンB12吸収障害の存在を示し、ビタミンB12欠乏による高ホモシステイン血
症を介した血管障害や骨折などの疾患リスク増加を考慮すると、臨床的・社会的意義が高いと考えられる。ま
た、日本人の食事摂取基準では、研究報告が乏しいために高齢者のビタミンB12必要量は、成人と同じ値とされ
ており、これに繋がる研究結果として、社会的意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 ビタミン B12 は胃酸により食品から遊離し、胃から分泌される内因子と結合して吸収される。
そのためビタミン B12 の吸収には胃が必須であり胃切除後に吸収障害が起こるが、多量の肝貯
蔵のため、従来ビタミン B12 欠乏は胃切除の 4～6年後に起こるとされてきた。しかし、申請者
は胃癌患者では胃切除前であってもビタミン B12 欠乏者が多いことを明らかにした。   
この結果は、高齢者では萎縮性胃炎による吸収障害によってビタミン B12 欠乏者が多いこと
を示唆し、高齢者の健康増進における大きな問題と考えられるが、従来あまり注目されていない。
現在の日本人の食事摂取基準では、高齢者は萎縮性胃炎による吸収低下への言及はあるものの、
データがないという理由で成人と同じ値が策定されている。そこで、本研究では胃癌発症前の萎
縮性胃炎とビタミン B12 栄養状態について調査を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の 2つである。 
①萎縮性胃炎とビタミン B12 栄養状態の関連を明らかにし、萎縮性胃炎や胃癌におけるビタミ
ン B12 の意義を示すこと。 
②現在明らかにされていない高齢者のビタミン B12 摂取必要量を算出し、高齢者の健康維持に
貢献すること。 
 
３．研究の方法 
 2023 年 3 月～11 月に横断的観察研究を実施した。対象者は済生会中津病院総合健診センター
において人間ドックを受けた健常者 70 名である。除外規定はビタミン B12 製剤もしくはサプリ
メント使用者とした。自己申告漏れのサプリメント使用者を除外するために四分位範囲を用い
て血清ビタミン B12 濃度の外れ値処理を行い、64 名（男性 44 名、女性 20 名）を解析対象者と
した。通常の人間ドック検査項目に加えて、血清ビタミン B12、葉酸、フェリチン（貯蔵鉄の指
標）、ペプシノーゲン（PG）Ⅰ・Ⅱ濃度、血漿ホモシステイン濃度を測定し、赤血球分布幅（RDW）
-SD（赤血球の大きさのバラツキの指標）を算出した。萎縮性胃炎のリスク判定として、PGⅠと
PGⅠ/PGⅡ比を用いる PG 法を用いた。胃粘膜萎縮の程度は、胃カメラ所見に基づいて、専門医が
木村・竹本分類の判定を行った。本研究は大阪樟蔭女子大学と済生会中津病院の倫理審査委員会
の承認後に実施した。 
 
４．研究成果 
 PG 法を用いた解析 
血清ビタミン B12 濃度の中央値は、萎縮性胃炎高リスク群（235 pmol/L）において、萎縮性胃
炎低リスク群（334 pmol/L）よりも有意に低値であった（p＝0.017）。また、萎縮性胃炎高リス
ク群では、低リスク群よりも、血清フェリチン濃度が有意に低く（p＝0.003）、RDW-SD が有意に
高かった（p＝0.049）。 
 木村・竹本分類を用いた解析 
胃粘膜高萎縮群では、低萎縮群に比して、血清アルブミン、フェリチン、PGⅠ濃度が有意に低
かった。血清ビタミン B12 濃度とフェリチン濃度に有意な正の相関（r=0.269, p=0.026）が認め
られた。 
 結果に基づく考察 
PG 法および木村・竹本分類を用いた比較において、日本人健常者では、胃癌に至っていない
段階であっても、胃粘膜萎縮の程度が高い方が、血清ビタミン B12 濃度および血清フェリチン濃
度が有意に低いことが示された。ビタミン B12 と鉄のいずれの吸収にも胃酸が関与しており、胃
の機能低下によるビタミン B12 と鉄の吸収障害が示唆された。 
萎縮性胃炎の主原因となるヘリコバクター・ピロリ菌は幼少期での感染が多いとされる。胃の
機能低下がいつ頃から生じるかは不明であるが、健常者においても胃粘膜の状態と血清ビタミ
ン B12 濃度の間に関連がみられたことから、長期にわたり徐々に吸収障害が進行すると予想さ
れ、自覚症状がないままにビタミン B12 欠乏および鉄欠乏に起因する貧血が進行している可能
性が考えられる。 
貧血の原因診断に用いられる平均赤血球容積（MCV）は鉄欠乏で低下するが、ビタミン B12 欠
乏で上昇するため、両者合併時には変化が打ち消される。本研究においても萎縮性胃炎高リスク
群では RDW-SD が有意に高く、萎縮性胃炎低リスク群よりも大小の赤血球が混在していることが
示唆された。すなわち、日常診療において血清ビタミン B12 濃度が測定される機会は少ないた
め、このようなビタミン B12 と鉄の両方が欠乏する場合には、MCV を用いたビタミン B12 欠乏の
推測では欠乏が見逃される可能性がある。 
結論として、日本人中高齢者では萎縮性胃炎の頻度は高く、潜在的ビタミン B12 欠乏・不足者
が多数存在すると思われ、今後さらなる調査が必要であると考えられた。なお、目的②について
は、新型コロナウイルスの感染拡大時期であったため、人間ドック受診者との長時間にわたる接



触をすることができず、食事調査を実施することができなかったため、今後検討していく予定で
ある。 
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